<Material> Materials on Letter of Family Law in the late Tokugawa Japan (10) by 髙木 侃
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資
料
》
徳
川
時
代
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期
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族
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係
史
料
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縁
切
寺
満
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資
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館
お
よ
び

木
侃
所
蔵
・
松
本
藩
「
和
順
願
」
―

木
侃
解
題
一
今
回
紹
介
す
る
「
和
順
願
」
は
、
筆
者
と
縁
切
寺
満
徳
寺
資
料
館
（
１
）
が
、
両
三
度
に
わ
た
っ
て
東
京
の
古
書
店
か
ら
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
袋
と
じ
の
冊
子
様
に
な
っ
て
い
た
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
紙
と
し
て
販
売
さ
れ
た
も
の
で
、
各
紙
は
二
つ
折
り
に
な
っ
て
お
り
、
端
に
綴
じ
ら
れ
た
と
き
の
穴
が
二
つ
ず
つ
四
つ
空
い
て
い
る
。
せ
め
て
表
紙
が
残
存
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
記
載
か
ら
あ
る
い
は
藩
が
特
定
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い
え
、
文
中
に
住
所
が
記
述
さ
れ
て
い
る
史
料
が
み
ら
れ
、
こ
れ
が
藩
特
定
の
鍵
に
な
る
と
考
え
た
。
す
な
わ
ち
、
史
料
１
〜
７
の
高
嶋
友
七
の
件
と
史
料
８
〜
１２
の
木
澤
東
周
の
件
と
史
料
１３
・
１４
の
「
ま
つ
」
の
三
件
で
あ
る
。
そ
の
住
所
は
、
肥
前
国
三
之
又
皿
山
と
嶋
立
組
南
栗
林
村
と
御
預
所
田
沢
村
で
あ
り
、
現
在
の
住
所
で
示
せ
ば
、
佐
賀
県
西
松
浦
郡
有
田
町
と
長
野
県
安
曇
野
市
と
松
本
市
と
な
る
。
後
二
者
は
当
時
松
本
藩
領
で
あ
る
が
、
前
者
の
肥
前
国
（
佐
賀
県
）
と
は
相
当
な
遠
隔
地
で
あ
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
後
二
者
は
松
本
藩
領
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
三
件
に
つ
き
史
料
を
添
え
て
、
松
本
城
管
理
事
務
所
研
究
室
に
問
い
合
わ
せ
を
し
た
。
直
ち
に
青
木
教
司
・
後
藤
芳
孝
両
研
究
員
か
ら
返
事
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
松
本
藩
士
で
あ
る
こ
と
、
し
か
も
当
時
拝
領
の
石
高
一
覧
ま
で
頂
戴
し
た
。
さ
ら
に
追
放
さ
れ
て
佐
賀
に
住
ん
だ
高
嶋
友
七
も
同
藩
の
武
士
で
あ
る
と
の
ご
教
示
に
接
し
た
。
二
こ
こ
に
翻
刻
し
た
史
料
は
、
当
時
の
冊
子
本
の
す
べ
て
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
か
ら
松
本
藩
に
お
け
る
義
絶
（
久
離
を
含
み
）
の
対
象
・
範
囲
と
和
順
の
あ
り
よ
う
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
の
義
絶
の
対
象
は
、
高
嶋
友
七
（
史
料
１
〜
７
）
の
「
不
行
跡
」、
ま
つ
（
史
料
１３
・
１４
）・
い
つ
（
史
料
２５
〜
２７
）
の
「
出
奔
」、
1
川
口
浪
左
衛
門
（
史
料
２２
）・
り
ん
（
史
料
２８
・
２９
）
の
「
欠
落
」
で
あ
り
、
ほ
か
は
木
澤
東
周
（
史
料
８
〜
１２
）
を
は
じ
め
、
ゑ
ん
（
史
料
１５
〜
１９
）
な
ど
は
い
ず
れ
も
義
絶
の
対
象
と
な
る
行
為
が
不
明
で
あ
る
。
あ
る
い
は
「
存
寄
有
之
」（
史
料
３４
）
の
よ
う
に
思
う
と
こ
ろ
あ
っ
て
と
い
う
程
度
の
こ
と
で
、
両
当
事
者
以
外
に
は
理
解
で
き
な
い
よ
う
な
事
情
で
義
絶
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
（
離
縁
に
よ
る
義
絶
に
つ
い
て
は
次
項
で
述
べ
る
）。
ま
た
義
絶
す
る
親
族
関
係
の
範
囲
は
、
原
因
の
明
白
な
高
嶋
友
七
の
場
合
、「
妻
之
違
従
弟
・
又
従
弟
・
違
従
弟
・
妻
之
甥
」
な
ど
で
あ
り
、
遠
類
に
あ
た
る
関
係
者
で
あ
る
。
当
然
娘
の
出
奔
な
ど
の
場
合
、
親
族
と
く
に
父
親
と
嫡
男
は
直
ち
に
謹
慎
し
、
事
件
解
決
後
、
一
種
の
咎
と
し
て
、
父
は
隠
居
（
嫡
男
に
家
督
相
続
）
を
命
ぜ
ら
れ
た
例
も
あ
る
（
２
）
。
こ
の
よ
う
に
親
族
・
近
類
に
は
刑
罰
と
し
て
の
「
隠
居
」
・「
謹
慎
」・「
出
仕
差
止
」
が
科
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
義
絶
か
ら
和
順
に
い
た
る
時
間
の
経
過
で
あ
る
が
、
高
嶋
友
七
の
例
で
は
、
安
永
四
（
一
七
七
五
）
年
一
一
月
に
「
追
放
」
さ
れ
、
当
人
不
行
跡
と
し
て
同
九
年
に
義
絶
、「
心
底
も
相
直
候
」
と
い
う
こ
と
で
、
和
順
願
い
が
提
出
さ
れ
た
の
は
一
〇
年
後
の
天
明
五
（
一
七
八
五
）
年
九
月
で
あ
っ
た
。
木
澤
東
周
の
例
で
も
、
天
明
元
（
一
七
八
一
）
年
久
離
、
居
所
南
栗
林
村
と
判
明
し
た
こ
と
か
ら
和
順
願
は
十
年
後
の
寛
政
三
（
一
七
九
一
）
年
で
あ
っ
た
。
他
の
事
例
で
は
三
年
・
六
年
・
一
八
年
・
三
一
年
と
区
々
で
あ
る
。
な
お
、
年
号
が
な
く
干
支
の
み
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
和
順
願
は
義
絶
の
時
期
も
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
三
さ
て
、
右
の
よ
う
な
不
行
跡
・
出
奔
（
欠
落
）
に
は
有
責
性
を
と
も
な
う
こ
と
か
ら
、
義
絶
は
そ
の
刑
事
連
帯
責
任
（
縁
座
）
を
免
れ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
有
責
性
を
と
も
な
わ
な
い
、
や
や
特
殊
な
離
縁
（
離
婚
）
に
よ
る
義
絶
が
三
件
み
ら
れ
る
。
筆
者
は
か
つ
て
本
誌
に
お
い
て
、
熊
本
藩
の
『
離
婚
并
義
絶
帳
』
を
翻
刻
し
た
が
（
３
）
、
そ
の
な
か
で
義
絶
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
（
４
）
。
す
な
わ
ち
、「
義
絶
は
人
間
関
係
を
断
つ
こ
と
を
い
う
が
、
法
制
史
上
の
用
語
と
し
て
は
、
時
代
に
よ
っ
て
変
化
が
見
ら
れ
、
古
代
の
律
令
で
は
一
定
の
事
由
が
あ
る
と
き
の
夫
婦
間
の
強
制
離
婚
を
意
味
す
る
。
そ
の
後
、
義
絶
は
主
命
に
違
背
す
る
家
来
や
父
母
の
教
令
に
違
反
す
る
絶
縁
追
放
に
用
い
ら
れ
た
が
、
徳
川
時
代
前
・
中
期
で
は
、
親
が
子
の
不
行
跡
を
懲
戒
追
放
す
る
勘
当
を
、
武
士
に
あ
っ
て
久
離
お
よ
び
義
絶
と
い
う
場
合
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
見
解
も
あ
る
が
（
５
）
、
こ
こ
で
は
徳
川
時
代
後
期
に
お
け
る
親
族
関
係
断
絶
に
つ
き
、
同
等
親
族
間
の
場
合
を
「
義
絶
」
と
す
る
と
い
う
石
井
良
助
・
鎌
田
浩
の
説
に
し
た
が
っ
て
お
き
た
い
。」
と
し
た
。
そ
の
上
で
、
筆
者
の
注
目
す
る
「
離
婚
と
そ
の
後
の
義
絶
」
に
つ
い
て
、
熊
本
藩
で
は
、
離
婚
し
た
両
家
は
離
婚
直
後
に
義
絶
願
を
差
し
出
し
て
絶
交
す
る
。
し
ば
ら
く
し
て
後
に
和
順
願
を
提
出
し
て
絶
交
を
解
除
す
る
。
な
ぜ
義
絶
が
な
さ
れ
る
の
か
と
い
え
ば
、
離
婚
と
い
う
事
実
は
必
ず
し
も
歓
迎
さ
れ
る
出
来
事
で
は
な
く
、
か
つ
両
家
は
多
く
の
場
合
、
そ
の
後
も
同
じ
藩
内
で
日
常
生
活
を
送
る
わ
け
で
あ
る
。
と
き
に
は
軋
轢
・
紛
争
を
2
起
こ
し
て
後
に
離
婚
成
立
に
至
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、
か
り
に
円
満
に
離
婚
成
立
に
い
た
っ
た
場
合
で
も
何
が
し
か
の
し
こ
り
（
気
ま
ず
い
思
い
）
は
残
る
わ
け
で
、
さ
し
あ
た
り
義
絶
と
い
う
形
を
と
っ
て
感
情
の
治
癒
に
努
め
た
も
の
と
考
え
た
。
当
初
は
史
料
四
点
（
１５
・
１６
・
２３
・
２４
）
し
か
所
蔵
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
藩
名
も
特
定
で
き
ず
、
し
か
も
こ
の
種
の
義
絶
・
和
順
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
先
学
の
見
解
も
な
く
、
武
士
の
離
婚
に
あ
っ
て
、
ど
の
程
度
に
一
般
的
で
あ
っ
た
の
判
断
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
熊
本
藩
の
み
な
ら
ず
、
松
本
藩
で
も
義
絶
・
和
順
の
手
続
き
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、
他
藩
で
も
こ
の
制
度
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
、
新
た
な
史
料
の
発
見
が
期
待
さ
れ
る
。
四
と
こ
ろ
で
、
離
婚
の
義
絶
と
和
順
に
つ
い
て
夫
妻
双
方
か
ら
の
和
順
願
の
存
在
す
る
事
例
二
件
に
つ
い
て
、
関
係
者
の
地
位
等
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
川
井
半
太
輔
は
（
６
）
（
史
料
１５
・
１６
）、「
半
正
頼
」
と
称
し
、
二
〇
歳
の
安
永
五（
一
七
七
四
）年
藩
主
・
戸
田
光
悌
に
初
御
目
見
、
代
々
御
物
頭
勤
務
の
家
で
あ
っ
た
。
寛
政
二
（
一
七
九
〇
）
年
八
月
七
日
家
督
相
続
（
二
一
〇
石
）、
同
一
〇
日
半
太
夫
と
改
名
す
る
。
結
婚
に
つ
い
て
は
「
妻
多
湖
岸
右
衛
門
一
適
女
、
離
別
、
後
妻
飯
沼
喜
兵
衛
方
豊
女
、
死
後
、
土
岐
五
郎
右
衛
門
頼
之
姉
、
離
別
」
と
あ
る
。
多
湖
岸
右
衛
門
女
と
は
初
め
て
の
結
婚
で
あ
っ
た
。
多
湖
岸
右
衛
門
一
適
は
六
男
六
女
を
出
生
す
る
。
差
出
人
・
岸
右
衛
門
は
一
適
の
四
男
で
実
名
を
「
一
允
」
と
称
し
た
。
初
御
目
見
は
天
明
二
（
一
七
八
二
）
年
一
二
月
一
五
歳
、
同
八
年
八
月
家
督
相
続
（
二
三
〇
石
）、
同
月
岸
右
衛
門
と
改
名
す
る
。
そ
の
姉
「
き
さ
」
は
五
女
、
ほ
ぼ
同
格
の
川
井
家
へ
嫁
ぎ
、
二
男
一
女
を
出
生
す
る
が
、
「
後
離
別
家
帰
」
と
の
み
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
後
再
婚
は
し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
願
書
は
川
井
半
太
輔
と
多
湖
岸
右
衛
門
が
家
督
を
継
ぎ
、
そ
れ
ぞ
れ
改
名
し
た
時
期
、
す
な
わ
ち
、
寛
政
二
年
と
天
明
八
年
以
降
の
辰
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
が
寛
政
八
年
で
あ
り
、
川
井
半
太
輔
は
四
二
歳
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
二
度
の
結
婚
を
し
て
い
る
。
天
保
二（
一
八
三
一
）
年
、
病
気
で
退
居
す
る
七
五
歳
ま
で
は
息
災
に
暮
ら
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
事
例
で
は
「
尤
当
人
は
是
迄
之
通
罷
在
度
奉
存
候
」
と
あ
り
、
両
家
関
係
者
は
和
順
す
る
が
、
離
婚
当
事
者
は
義
絶
の
ま
ま
暮
ら
す
こ
と
を
選
択
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
願
書
の
名
宛
人
は
差
出
人
の
組
頭
で
、
近
藤
庄
兵
衛
は
六
〇
〇
石
、
御
用
人
か
ら
組
頭
を
へ
て
、
寛
政
三
年
御
年
寄
役
兼
帯
に
昇
進
し
て
い
る
。
西
郷
八
郎
左
衛
門
は
六
〇
〇
石
、
御
年
寄
勤
務
の
家
で
あ
っ
た
。
つ
ぎ
に
千
野
十
兵
衛
の
事
例
で
あ
る
が
（
史
料
２３
・
２４
）、
宝
暦
一
〇
（
一
七
六
〇
）
年
正
月
、
一
八
歳
の
時
、
江
戸
に
お
い
て
御
小
姓
に
召
出
さ
れ
、
一
五
石
三
人
扶
持
を
下
さ
れ
る
。
麻
之
丞
脇
純
と
称
す
。「
妻
太
田
備
後
守
資
愛
家
臣
堀
江
平
次
兵
衛
女
、
後
妻
水
野
伊
左
衛
門
勝
温
女
、
離
別
」
と
み
え
る
。
繁
右
衛
門
と
改
名
、
さ
ら
に
天
明
二
（
一
七
八
二
）
年
正
月
十
兵
衛
と
改
名
す
る
。
文
化
五
（
一
八
〇
八
）
年
一
〇
月
松
本
に
転
勤
、
同
時
に
稲
村
平
兵
衛
組
に
仰
せ
3 徳川時代後期家族法関係史料（十）
つ
け
ら
れ
る
、
時
に
四
七
歳
。
妻
実
家
の
水
野
左
膳
勝
虎
は
安
永
四
（
一
七
七
三
）
年
正
月
二
一
歳
で
初
出
仕
（
御
目
見
え
は
一
七
歳
）
し
、
家
督
（
一
〇
〇
石
）
を
相
続
す
る
。
天
明
二
年
一
〇
月
、
伊
左
衛
門
を
襲
名
す
る
。
文
化
四
年
友
成
覚
右
衛
門
組
に
仰
せ
つ
け
ら
れ
る
。
両
人
が
願
書
の
名
前
に
な
る
の
は
文
化
四
年
以
降
の
こ
と
で
、
そ
の
辰
年
は
文
化
五
年
と
推
測
し
た
。
妻
と
江
戸
在
住
の
お
り
離
婚
し
、
松
本
へ
の
移
住
を
機
会
に
「
双
方
申
合
」
の
上
、
和
順
し
た
も
の
で
あ
る
。
名
宛
人
は
そ
れ
ぞ
れ
組
頭
で
、
友
成
覚
右
衛
門
は
五
〇
〇
石
、
御
年
寄
勤
務
の
家
、
御
用
人
か
ら
組
頭
を
へ
て
、
寛
政
一
二
年
御
年
寄
役
兼
帯
に
昇
進
し
て
い
る
。
稲
村
平
兵
衛
は
五
〇
〇
石
、
寛
政
六
年
御
用
人
、
同
一
一
年
組
頭
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
事
例
で
は
、
離
婚
後
い
つ
義
絶
し
た
か
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ど
の
程
度
の
期
間
を
へ
て
和
順
に
い
た
っ
た
か
も
不
詳
で
あ
る
。
離
婚
後
直
ち
に
義
絶
が
な
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
川
井
半
太
輔
の
願
書
に
「
先
妻
」
と
み
え
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
川
井
が
再
婚
し
て
い
た
わ
け
で
、
和
順
ま
で
に
は
一
定
の
期
間
を
要
し
た
と
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
解
題
が
な
る
は
、
偏
に
松
本
城
管
理
事
務
所
研
究
室
の
青
木
教
司
・
後
藤
芳
孝
両
氏
の
ご
厚
意
と
ご
教
示
に
よ
る
も
の
で
、
特
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
（
７
）（
８
）
。
注（
１
）
史
料
目
次
の
末
尾
に
＊
を
付
し
た
も
の
が
、
縁
切
寺
満
徳
寺
資
料
館
所
蔵
で
あ
る
。
（
２
）
武
州
川
越
松
平
家
中
の
娘
両
人
の
出
奔
に
つ
い
て
の
事
例
で
あ
る
（
拙
編
著
『
縁
切
寺
東
慶
寺
史
料
』
平
凡
社
、
一
九
九
七
年
二
月
、
六
四
〇
頁
以
下
）。
（
３
）
拙
稿
「≪
資
料≫
徳
川
時
代
後
期
家
族
法
関
係
史
料

〜

―
永
青
文
庫
所
蔵
『
離
婚
并
義
絶
帳
』

〜（
四
・
完
）
―
」（『
専
修
法
学
論
集
』
九
七
号
〜
九
九
号
、
一
〇
一
号
、
二
〇
〇
六
年
七
月
〜
二
〇
〇
七
年
一
二
月
）。
（
４
）
前
注
（
３
）
拙
稿
「≪
資
料≫
徳
川
時
代
後
期
家
族
法
関
係
史
料

―
永
青
文
庫
所
蔵
『
離
婚
并
義
絶
帳
』（
一
）
―
」（『
専
修
法
学
論
集
』
九
七
号
、
二
〇
〇
六
年
七
月
）
一
〇
〇
〜
一
〇
一
頁
。
（
５
）
石
井
良
助
『
日
本
法
制
史
概
説
』（
創
文
社
、
昭
和
三
五
年
六
月
）
五
七
四
頁
以
下
。
大
竹
秀
男
「
勘
当
」・
鎌
田
浩
「
義
絶
」（『
事
典
家
族
』
弘
文
堂
、
平
成
八
年
二
月
）
二
五
一
・
二
、
二
三
九
頁
。
（
６
）
こ
の
項
は
、
松
本
城
管
理
事
務
所
架
蔵
『
諸
士
出
身
記
』、『
松
本
藩
譜
全
』、『
多
湖
家
系
并
譜
』
に
よ
る
。
（
７
）
史
料
２３
・
２４
の
如
く
、
干
支
し
か
な
い
年
次
を
筆
者
が
推
測
し
た
も
の
は
〔
〕
内
に
入
れ
て
示
し
た
。
（
８
）
史
料
の
引
用
方
法
は
、
拙
著
『
縁
切
寺
満
徳
寺
の
研
究
』（
成
文
堂
、
一
九
九
〇
年
十
二
月
）
凡
例
に
よ
っ
た
。
【
付
記
】
本
稿
は
平
成
二
〇
年
度
専
修
大
学
研
究
助
成
（
個
人
研
究
）
を
え
た
「
徳
川
時
代
の
婚
姻
法
に
関
す
る
実
証
的
研
究
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
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目
次
１
天
明
六
年
九
月
高
嶋
友
七
に
つ
き
伊
藤
軍
太
夫
願
２
天
明
六
年
九
月
高
嶋
友
七
に
つ
き
中
島
喜
野
太
夫
願
３
天
明
六
年
九
月
高
嶋
友
七
に
つ
き
中
井
隆
左
衛
門
願
４
天
明
六
年
九
月
高
嶋
友
七
に
つ
き
大
岩
内
右
衛
門
願
５
〔
天
明
六
〕
午
年
九
月
高
嶋
友
七
に
つ
き
山
本
好
左
衛
門
願
６
天
明
六
年
九
月
高
嶋
友
七
に
つ
き
高
井
文
野
右
衛
門
願
７
天
明
六
年
九
月
高
嶋
友
七
に
つ
き
富
田
太
野
右
衛
門
願
８
寛
政
三
年
正
月
木
澤
東
周
に
つ
き
木
沢
三
五
郎
願
９
寛
政
三
年
正
月
木
澤
東
周
に
つ
き
市
橋
又
内
願
１０
寛
政
三
年
正
月
木
澤
東
周
に
つ
き
木
澤
文
次
右
衛
門
願
１１
寛
政
三
年
正
月
木
澤
東
周
に
つ
き
木
澤
傳
太
夫
願
１２
寛
政
三
年
正
月
木
澤
東
周
に
つ
き
市
橋
文
内
願
１３
寛
政
三
年
十
一
月
「
ま
つ
」
に
つ
き
岡
部
市
太
夫
願
１４
寛
政
三
年
十
一
月
「
ま
つ
」
に
つ
き
芥
川
直
之
進
願
１５
〔
寛
政
八
〕
辰
年
十
二
月
先
妻
不
縁
に
つ
き
川
井
半
太
輔
願
＊
１６
〔
寛
政
八
〕
辰
年
十
二
月
姉
不
縁
に
つ
き
多
湖
岸
右
衛
門
願
＊
１７
寛
政
九
年
七
月
「
ゑ
ん
」
に
つ
き
奥
村
小
右
衛
門
願
＊
１８
寛
政
九
年
七
月
「
ゑ
ん
」
に
つ
き
津
田
宅
右
衛
門
願
＊
１９
寛
政
九
年
七
月
「
ゑ
ん
」
に
つ
き
飯
田
染
右
衛
門
願
＊
２０
寛
政
九
年
七
月
「
ゑ
ん
」
に
つ
き
江
崎
紋
兵
衛
願
＊
２１
寛
政
九
年
七
月
「
ゑ
ん
」
に
つ
き
沢
柳
守
佐
野
左
衛
門
願
＊
２２
享
和
元
年
七
月
川
口
浪
左
衛
門
に
つ
き
川
口
府
次
右
衛
門
２３
〔
文
化
五
〕
辰
年
十
月
妻
不
縁
に
つ
き
千
野
十
兵
衛
願
＊
２４
〔
文
化
五
〕
辰
年
十
月
妹
不
縁
に
つ
き
水
野
伊
左
衛
門
願
＊
２５
文
化
十
一
年
二
月
「
い
つ
」
に
つ
き
岡
部
市
太
夫
願
２６
文
化
十
一
年
二
月
「
い
つ
」
に
つ
き
岡
部
豊
之
進
願
２７
文
化
十
一
年
二
月
「
い
つ
」
に
つ
き
神
戸
九
内
願
２８
文
化
十
一
年
七
月
「
り
ん
」
に
つ
き
桜
井
邑
右
衛
門
願
２９
文
化
十
一
年
七
月
「
り
ん
」
に
つ
き
加
納
次
部
助
願
３０
寅
年
二
月
祖
父
に
つ
き
名
越
与
五
右
衛
門
願
３１
寅
年
八
月
叔
父
不
縁
に
つ
き
安
保
政
右
衛
門
願
３２
辰
年
八
月
新
井
次
郎
兵
衛
願
３３
辰
年
八
月
久
田
直
記
願
３４
午
年
八
月
牧
弥
五
左
衛
門
願
３５
午
年
八
月
星
合
又
十
郎
願
３６
午
年
八
月
北
口
藤
右
衛
門
願
３７
午
年
八
月
木
澤
傳
太
夫
願
３８
申
年
十
二
月
林
六
郎
右
衛
門
願
３９
酉
年
七
月
牧
弥
五
左
衛
門
願
４０
酉
年
七
月
近
藤
帯
刀
願
４１
酉
年
七
月
中
柴
万
之
丞
願
４２
酉
年
七
月
牧
弥
五
左
衛
門
願
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４３
酉
年
七
月
牧
弥
五
左
衛
門
願
４４
酉
年
七
月
牧
弥
五
左
衛
門
願
４５
戌
年
十
一
月
井
上
六
之
丞
願
４６
戌
年
十
一
月
山
田
織
右
衛
門
願
史
料
１
天
明
六
年
九
月
高
嶋
友
七
に
つ
き
伊
藤
軍
太
夫
願
奉
願
口
上
之
覚
高
嶋
友
七
私
妻
之
違
従
弟
ニ
御
座
候
、
当
午
年
三
拾
三
歳
ニ
罷
成
候
、
安
永
四
年
未
十
一
月
御
追
放
被
仰
付
行
衛
不
相
知
候
、
此
者
不
行
跡
ニ
付
、
同
九
年
子
三
月
義
絶
仕
度
御
願
申
上
置
候
処
、
当
時
肥
前
国
大
村
信
濃
守
様
御
領
分
三
之
又
皿
山
と
申
所
ニ
罷
在
候
、
心
底
も
相
直
候
ニ
付
、
和
順
仕
度
奉
願
候
、
此
段
宣
被
仰
上
可
被
下
候
、
以
上
天
明
六
丙
午
年
九
月
朔
日
伊
藤
軍
太
夫

宇
野
伝
右
衛
門
殿
田
辺
覚
左
衛
門
殿
２
天
明
六
年
九
月
高
嶋
友
七
に
つ
き
中
島
喜
野
太
夫
願
奉
願
口
上
之
覚
高
嶋
友
七
私
又
従
弟
ニ
御
座
候
、
当
午
年
三
拾
三
歳
罷
成
候
、
安
永
四
年
未
十
一
月
御
追
放
被
仰
付
行
衛
不
相
知
候
、
此
者
不
行
跡
ニ
付
、
同
九
年
子
三
月
義
絶
仕
度
御
願
申
上
置
候
所
、
当
時
肥
前
国
大
村
信
濃
守
様
御
領
分
三
之
又
皿
山
と
申
所
ニ
罷
在
候
、
心
底
も
相
直
候
ニ
付
、
和
順
仕
度
奉
願
候
、
此
段
宣
被
仰
上
可
被
下
候
、
以
上
天
明
六
丙
午
年
九
月
朔
日
中
島
喜
野
太
夫

稲
垣
八
郎
兵
衛
殿
山
中
郷
太
夫
殿
浅
野
弥
四
郎
殿
川
嶋
武
太
夫
殿
３
天
明
六
年
九
月
高
嶋
友
七
に
つ
き
中
井
隆
左
衛
門
願
奉
願
口
上
之
覚
私
違
従
弟
高
嶋
友
七
当
午
三
拾
三
歳
罷
成
候
、
安
永
四
年
未
十
一
月
御
追
放
被
仰
付
行
衛
不
相
知
候
、
此
者
不
行
跡
ニ
付
、
同
九
年
子
三
月
義
絶
御
届
申
上
候
処
、
当
時
肥
前
国
大
村
信
濃
守
様
御
領
分
三
之
又
皿
山
と
申
所
ニ
罷
在
候
、
心
底
も
相
直
候
ニ
付
、
和
順
仕
度
奉
願
候
、
此
段
宣
被
仰
上
可
被
下
候
、
以
上
天
明
六
丙
午
年
九
月
朔
日
中
井
隆
左
衛
門

加
納
次
部
助
殿
6
４天
明
六
年
九
月
高
嶋
友
七
に
つ
き
大
岩
内
右
衛
門
願
奉
願
口
上
之
覚
私
違
従
弟
高
嶋
友
七
当
午
三
拾
三
歳
罷
成
候
、
安
永
四
年
未
十
一
月
御
追
放
被
仰
付
行
衛
不
相
知
候
、
此
者
不
行
跡
ニ
付
、
同
九
年
子
三
月
義
絶
御
届
申
上
候
、
当
時
肥
前
国
大
村
信
濃
守
様
御
領
分
三
之
又
皿
山
と
申
所
ニ
罷
在
候
、
心
底
も
相
直
候
ニ
付
、
和
順
仕
度
奉
願
候
、
此
段
宣
被
仰
上
可
被
下
候
、
以
上
天
明
六
丙
午
年
九
月
朔
日
大
岩
内
右
衛
門

宇
野
伝
右
衛
門
殿
田
辺
覚
左
衛
門
殿
５
〔
天
明
六
〕
午
年
九
月
高
嶋
友
七
に
つ
き
山
本
好
左
衛
門
願
奉
願
口
上
之
覚
私
妻
之
甥
高
嶋
友
七
当
午
三
拾
三
歳
ニ
罷
成
候
、
安
永
四
年
未
十
一
月
御
追
放
被
仰
付
行
衛
不
相
知
候
、
此
者
不
行
跡
ニ
付
、
同
九
年
子
三
月
義
絶
之
御
届
申
上
候
処
、
当
時
肥
前
国
大
村
信
濃
守
様
御
領
分
三
之
又
皿
山
と
申
所
ニ
罷
在
候
、
心
底
も
相
直
候
ニ
付
、
和
順
仕
度
奉
願
候
、
宣
被
仰
上
可
被
下
候
、
以
上
九
月
朔
日
山
本
好
左
衛
門

宇
野
伝
右
衛
門
殿
田
辺
覚
左
衛
門
殿
６
天
明
六
年
九
月
高
嶋
友
七
に
つ
き
高
井
文
野
右
衛
門
願
奉
願
口
上
之
覚
私
違
従
弟
高
嶋
友
七
当
午
三
拾
三
歳
罷
成
候
、
安
永
四
年
未
十
一
月
御
追
放
被
仰
付
行
衛
不
相
知
候
、
此
者
不
行
跡
ニ
付
、
同
九
年
子
三
月
義
絶
御
届
申
上
候
、
当
時
肥
前
国
大
村
信
濃
守
様
御
領
分
三
之
又
皿
山
と
申
所
ニ
罷
在
候
、
心
底
も
相
直
候
ニ
付
、
和
順
仕
度
奉
願
候
、
此
段
宣
被
仰
上
可
被
下
候
、
以
上
天
明
六
丙
午
年
九
月
三
日
高
井
文
野
右
衛
門

稲
垣
八
郎
兵
衛
殿
山
中
郷
太
夫
殿
浅
野
弥
四
郎
殿
川
島
武
太
夫
殿
７
天
明
六
年
九
月
高
嶋
友
七
に
つ
き
富
田
太
野
右
衛
門
願
奉
願
口
上
之
覚
私
又
従
弟
高
嶋
友
七
当
午
三
拾
三
歳
罷
成
候
、
安
永
四
年
未
十
一
月
御
追
放
被
仰
付
行
衛
不
相
知
、
此
者
不
行
跡
ニ
付
、
同
九
年
子
三
月
義
絶
御
届
申
上
候
、
当
時
肥
前
国
大
村
信
濃
守
様
御
領
分
三
之
又
皿
山
と
申
所
罷
在
候
、
心
底
も
相
直
候
ニ
付
、
和
順
仕
度
奉
願
候
、
此
段
宣
被
仰
上
可
被
下
候
、
以
上
天
明
六
丙
午
年
九
月
七
日
富
田
太
野
右
衛
門

7 徳川時代後期家族法関係史料（十）
稲村
久
兵
衛
殿
８
寛
政
三
年
正
月
木
澤
東
周
に
つ
き
木
沢
三
五
郎
願
奉
願
口
上
之
覚
私
弟
東
周
当
亥
三
十
九
歳
ニ
罷
成
候
、
天
明
元
辛
丑
年
七
月
廿
二
日
久
離
御
届
申
上
候
処
、
当
時
嶋
立
組
南
栗
林
村
ニ
罷
在
候
、
心
底
も
相
直
候
ニ
付
、
和
順
仕
度
奉
願
候
、
此
段
宣
被
仰
上
可
被
下
候
、
以
上
寛
政
三
辛
亥
年
正
月
廿
三
日
木
澤
三
五
郎

神
谷
清
右
衛
門
殿
野
々
山
伴
左
衛
門
殿
９
寛
政
三
年
正
月
木
澤
東
周
に
つ
き
木
澤
源
内
願
奉
願
口
上
之
覚
私
伯
父
東
周
当
亥
三
十
九
歳
ニ
罷
成
候
、
天
明
元
辛
丑
年
七
月
廿
二
日
諸
親
類
久
離
義
絶
御
届
申
上
候
処
、
当
時
嶋
立
組
南
栗
林
村
罷
在
候
、
心
底
も
相
直
候
ニ
付
、
和
順
仕
度
奉
願
候
、
此
段
宣
被
仰
上
可
被
下
候
、
以
上
寛
政
三
辛
亥
年
正
月
廿
三
日
木
澤
源
内

神
谷
清
右
衛
門
殿
野
々
山
伴
左
衛
門
殿
１０
寛
政
三
年
正
月
木
澤
東
周
に
つ
き
木
澤
文
次
右
衛
門
願
奉
願
口
上
之
覚
私
同
姓
木
澤
東
周
当
亥
三
十
九
歳
ニ
罷
成
候
、
天
明
元
辛
丑
年
七
月
廿
二
日
義
絶
御
届
申
上
候
処
、
当
時
嶋
立
組
南
栗
林
村
ニ
罷
在
候
、
心
底
も
相
直
候
ニ
付
、
和
順
仕
度
奉
願
候
、
此
段
宣
被
仰
上
可
被
下
候
、
以
上
寛
政
三
辛
亥
年
正
月
廿
三
日
木
澤
文
次
右
衛
門

戸
田
十
五
郎
殿
１１
寛
政
三
年
正
月
木
澤
東
周
に
つ
き
木
澤
傳
太
夫
願
奉
願
口
上
之
覚
私
同
姓
木
澤
東
周
当
亥
三
十
九
歳
ニ
罷
成
候
、
天
明
元
辛
丑
年
七
月
廿
二
日
義
絶
御
届
申
上
候
処
、
当
時
嶋
立
組
南
栗
林
村
ニ
罷
在
候
、
心
底
も
相
直
候
ニ
付
、
和
順
仕
度
奉
願
候
、
此
段
宣
被
仰
上
可
被
下
候
、
以
上
寛
政
三
辛
亥
年
正
月
廿
三
日
木
澤
伝
太
夫

神
谷
清
右
衛
門
殿
野
々
山
伴
左
衛
門
殿
１２
寛
政
三
年
正
月
木
澤
東
周
に
つ
き
市
橋
文
内
願
8
奉
願
口
上
之
覚
私
違
従
弟
木
澤
東
周
当
亥
三
十
九
歳
ニ
罷
成
候
、
天
明
元
辛
丑
年
七
月
廿
二
日
義
絶
御
届
申
上
候
処
、
当
時
嶋
立
組
南
栗
林
村
ニ
罷
在
候
、
心
底
も
相
直
候
ニ
付
、
和
順
仕
度
奉
願
候
、
此
段
宣
被
仰
上
可
被
下
候
、
以
上
寛
政
三
辛
亥
年
正
月
廿
三
日
市
橋
文
内

戸
田
十
五
郎
殿
１３
寛
政
三
年
十
一
月
「
ま
つ
」
に
つ
き
岡
部
市
太
夫
願
奉
願
口
上
之
覚
私
従
弟
ま
つ
当
亥
七
十
歳
罷
成
候
、
宝
暦
十
庚
辰
年
八
月
廿
二
日
出
奔
仕
、
其
節
養
父
市
太
夫
久
離
御
願
申
上
候
処
、
当
時
住
所
も
相
知
、
御
預
所
田
沢
村
ニ
住
居
仕
候
、
親
市
太
夫
儀
は
宝
暦
十
二
壬
午
年
三
月
十
六
日
死
去
仕
候
得
共
、
存
生
之
節
右
ま
つ
心
底
も
相
直
候
は
、
久
離
差
免
候
様
申
置
候
ニ
付
、
遺
言
之
通
和
順
仕
度
奉
願
候
、
此
段
宣
被
仰
上
可
被
下
候
、
以
上
寛
政
三
辛
亥
年
十
一
月
朔
日
岡
部
市
太
夫

近
藤
庄
兵
衛
殿
１４
寛
政
三
年
十
一
月
「
ま
つ
」
に
つ
き
芥
川
直
之
進
願
奉
願
口
上
之
覚
私
養
父
九
郎
左
衛
門
伯
母
、
宝
暦
十
庚
辰
年
八
月
廿
二
日
出
奔
仕
、
其
節
久
離
御
届
申
上
候
処
、
当
時
住
所
も
相
知
、
御
預
所
田
沢
村
ニ
住
居
仕
、
心
底
も
相
直
候
ニ
付
、
九
郎
左
衛
門
初
遠
縁
者
之
者
并
私
和
順
仕
度
奉
願
候
、
此
段
宣
被
仰
上
可
被
下
候
、
以
上
寛
政
三
辛
亥
年
十
一
月
朔
日
芥
川
直
之
進

近
藤
庄
兵
衛
殿
１５
〔
寛
政
八
〕
辰
年
十
二
月
先
妻
不
縁
に
つ
き
川
井
半
太
輔
願
奉
願
口
上
之
覚
私
先
妻
不
縁
ニ
付
、
多
湖
岸
右
衛
門
方
と
義
絶
仕
罷
在
候
処
、
今
般
双
方
申
合
、
和
順
仕
度
奉
願
候
、
尤
当
人
は
是
迄
之
通
罷
在
度
奉
存
候
、
此
段
宣
御
執
成
奉
頼
候
、
以
上
辰
十
二
月
廿
四
日
川
井
半
太
輔

近
藤
庄
兵
衛
殿
１６
〔
寛
政
八
〕
辰
年
十
二
月
姉
不
縁
に
つ
き
多
湖
岸
右
衛
門
願
奉
願
口
上
之
覚
私
姉
不
縁
ニ
付
、
川
井
半
太
輔
方
と
義
絶
仕
罷
在
候
処
、
今
般
双
方
申
合
、
和
順
仕
度
奉
願
候
、
尤
当
人
は
是
迄
之
通
罷
在
度
奉
存
候
、
此
段
宣
御
執
成
奉
頼
候
、
以
上
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辰
十
月
六
日
多
湖
岸
右
衛
門

西
郷
八
郎
左
衛
門
殿
１７
寛
政
九
年
七
月
「
ゑ
ん
」
に
つ
き
奥
村
小
右
衛
門
願
奉
願
口
上
之
覚
先
達
て
御
追
放
被
仰
付
候
郷
左
衛
門
妻
ゑ
ん
右
は
私
娘
当
巳
四
十
歳
ニ
罷
成
候
、
寛
政
六
甲
寅
年
八
月
廿
八
日
久
離
御
届
申
上
候
処
、
心
底
相
直
候
ニ
付
、
此
度
久
離
差
免
度
奉
願
候
、
右
之
趣
宣
被
仰
上
可
被
下
候
、
以
上
寛
政
九
丁
巳
年
七
月
十
九
日
奥
村
小
右
衛
門

中
村
与
七
殿
鈴
木
久
太
夫
殿
１８
寛
政
九
年
七
月
「
ゑ
ん
」
に
つ
き
津
田
宅
右
衛
門
願
奉
願
口
上
之
覚
先
達
て
御
追
放
被
仰
付
候
郷
左
衛
門
妻
ゑ
ん
右
は
私
従
弟
ニ
御
座
候
処
、
当
巳
四
十
蔵
罷
成
候
、
寛
政
六
甲
寅
年
八
月
廿
八
日
儀
（
義
）
絶
御
届
申
上
候
処
、
心
底
相
直
候
ニ
付
、
和
順
仕
度
奉
願
候
、
右
之
趣
宣
被
仰
上
可
被
下
候
、
以
上
寛
政
九
丁
巳
年
七
月
十
九
日
津
田
宅
右
衛
門

中
村
与
七
殿
鈴
木
久
太
夫
殿
１９
寛
政
九
年
七
月
「
ゑ
ん
」
に
つ
き
飯
田
染
右
衛
門
願
奉
願
口
上
之
覚
先
達
て
御
追
放
被
仰
付
候
郷
左
衛
門
妻
ゑ
ん
右
は
私
妻
之
従
弟
当
巳
四
十
歳
ニ
罷
成
候
、
寛
政
六
甲
寅
年
八
月
廿
八
日
義
絶
御
届
申
上
候
処
、
心
底
相
直
候
ニ
付
、
此
度
和
順
仕
度
奉
願
候
、
右
之
趣
宣
被
仰
上
可
被
下
候
、
以
上
寛
政
九
丁
巳
年
七
月
十
九
日
飯
田
染
右
衛
門

辻
三
平
殿
右
之
通
相
願
候
ニ
付
申
上
候
、
以
上
七
月
十
九
日
辻
三
平

中
村
武
右
衛
門
殿
２０
寛
政
九
年
七
月
「
ゑ
ん
」
に
つ
き
江
崎
紋
兵
衛
願
「（
端
裏
）
寛
政
九
巳
年
七
月
廿
二
日
（
カ
）
大
山
地
郷
兵
衛
妻和順
願
御
聞
済
」
10
奉
願
口
上
之
覚
先
達
て
御
追
放
被
仰
付
候
郷
左
衛
門
妻
ゑ
ん
右
は
私
妻
之
従
弟
当
巳
四
十
蔵
ニ
罷
成
候
、
寛
政
六
甲
寅
年
八
月
廿
八
日
義
絶
御
届
申
上
候
処
、
心
底
相
直
候
ニ
付
、
此
度
和
順
仕
度
奉
願
候
、
右
之
趣
宣
被
仰
上
可
被
下
候
、
以
上
寛
政
九
丁
巳
年
七
月
十
九
日
江
崎
紋
兵
衛

稲
垣
八
郎
兵
衛
殿
浅
野
弥
四
郎
殿
川
嶋
武
太
夫
殿
田
口
伝
左
衛
門
殿
竹
内
与
次
兵
衛
殿
２１
寛
政
九
年
七
月
「
ゑ
ん
」
に
つ
き
沢
柳
佐
野
左
衛
門
願
奉
願
口
上
之
覚
先
達
て
御
追
放
被
仰
付
候
郷
左
衛
門
妻
ゑ
ん
右
は
私
妻
之
従
弟
当
巳
四
十
歳
ニ
罷
成
候
、
寛
政
六
甲
寅
年
八
月
廿
八
日
義
絶
御
届
申
上
候
処
、
心
底
相
直
候
ニ
付
、
此
度
和
順
仕
度
奉
願
候
、
右
之
趣
宣
被
仰
上
可
被
下
候
、
以
上
寛
政
九
丁
巳
年
七
月
廿
日
沢
柳
佐
野
左
衛
門

沢
柳
仲
右
衛
門
殿
小
出
金
五
左
衛
門
殿
右
之
通
相
願
候
ニ
付
此
段
申
上
候
、
以
上
七
月
廿
日
小
出
金
五
左
衛
門

沢
柳
仲
右
衛
門

大
原
長
兵
衛
殿
２２
享
和
元
年
七
月
川
口
浪
左
衛
門
に
つ
き
川
口
府
次
右
衛
門
願
奉
願
口
上
之
覚
私
同
姓
川
口
浪
左
衛
門
義
、
天
明
三
癸
卯
年
九
月
四
日
妻
子
召
連
欠
落
仕
候
ニ
付
、
同
年
十
月
五
日
諸
親
類
共
久
離
・
義
絶
御
届
申
上
候
、
其
後
右
浪
左
衛
門
幼
少
之
娘
て
ふ
奥
村
小
右
衛
門
方
え
投
込
候
ニ
付
、
小
右
衛
門
よ
り
御
届
申
上
候
処
、
養
育
被
仰
付
、
依
之
右
て
ふ
小
右
衛
門
実
孫
之
続
ニ
付
、
娘
ニ
仕
度
旨
奉
願
蒙
御
免
、
当
小
右
衛
門
妻
ニ
御
座
候
得
は
、
和
順
仕
度
奉
願
候
、
此
段
宣
被
仰
上
可
被
下
候
、
以
上
享
和
元
辛
酉
年
川
口
府
次
右
衛
門

七
月
十
八
日
岩
田
喜
野
右
衛
門
殿
加
藤
類
右
衛
門
殿
右
之
通
相
願
候
ニ
付
此
段
申
上
候
、
以
上
酉
七
月
十
八
日
加
藤
類
右
衛
門

岩
田
喜
野
右
衛
門

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三
田
村
六
兵
衛
殿
２３
〔
文
化
五
〕
辰
年
十
月
妻
不
縁
に
つ
き
千
野
十
兵
衛
願
奉
願
口
上
之
覚
私
妻
不
縁
ニ
付
、
水
野
伊
左
衛
門
方
と
義
絶
仕
罷
在
候
処
、
此
度
双
方
申
合
、
和
順
仕
度
奉
願
候
、
此
段
宣
御
執
成
奉
頼
候
、
以
上
辰
十
月
六
日
千
野
十
兵
衛

稲
村
平
兵
衛
殿
２４
〔
文
化
五
〕
辰
年
十
月
妹
不
縁
に
つ
き
水
野
伊
左
衛
門
願
奉
願
口
上
之
覚
私
妹
不
縁
ニ
付
、
千
野
十
兵
衛
方
と
義
絶
仕
罷
在
候
処
、
此
度
双
方
申
合
、
和
順
仕
度
奉
願
候
、
此
段
宣
御
執
成
奉
頼
候
、
以
上
辰
十
月
六
日
水
野
伊
左
衛
門

友
成
覚
右
衛
門
殿
２５
文
化
十
一
年
二
月
「
い
つ
」
に
つ
き
岡
部
市
太
夫
願
奉
願
口
上
之
覚
久
田
八
十
右
衛
門
妻
い
つ
儀
、
当
戌
二
十
六
歳
ニ
罷
成
候
、
私
娘
ニ
て
御
座
候
、
文
化
八
辛
未
年
閏
二
月
十
三
日
於
江
戸
表
八
十
右
衛
門
儀
妻
召
連
出
奔
仕
、
其
節
両
人
共
久
離
御
届
申
上
候
処
、
其
後
右
八
十
右
衛
門
儀
武
州
江
戸
本
庄
緑
町
辺
ニ
罷
在
候
由
之
処
、
去
酉
四
月
中
妻
い
つ
離
別
仕
、
八
十
右
衛
門
儀
は
何
方
え
歟
立
退
、
行
衛
不
相
知
候
ニ
付
、
い
つ
義
其
砌
よ
り
武
州
江
戸
麻
布
桜
田
町
樋
口
屋
吉
兵
衛
方
ニ
罷
在
候
、
心
底
も
相
直
候
付
、
私
并
妻
和
順
仕
度
奉
願
候
、
此
段
宣
被
仰
上
可
被
下
候
、
以
上
文
化
十
一
甲
戌
年
二
月
廿
六
日
岡
部
市
太
夫

中
柴
源
兵
衛
殿
２６
文
化
十
一
年
二
月
「
い
つ
」
に
つ
き
岡
部
豊
之
進
願
奉
願
口
上
之
覚
久
田
八
十
右
衛
門
妻
い
つ
儀
、
当
戌
二
十
六
歳
ニ
罷
成
候
、
私
并
妻
之
姉
ニ
て
御
座
候
、
文
化
八
辛
未
年
閏
二
月
十
三
日
於
江
戸
表
八
十
右
衛
門
儀
妻
召
連
出
奔
仕
、
其
節
両
人
共
諸
親
類
久
離
・
義
絶
御
届
申
上
候
処
、
其
後
右
八
十
右
衛
門
儀
武
州
江
戸
本
庄
緑
町
辺
ニ
罷
在
候
由
之
処
、
去
酉
四
月
中
妻
い
つ
離
別
仕
、
八
十
右
衛
門
儀
は
何
方
え
歟
立
退
、
行
衛
不
相
知
候
付
、
い
つ
義
其
砌
よ
り
武
州
江
戸
麻
布
桜
田
町
樋
口
屋
吉
兵
衛
方
ニ
罷
在
候
、
心
底
も
相
直
候
ニ
付
、
私
并
妻
和
順
仕
度
奉
願
候
、
此
段
宣
被
仰
上
可
被
下
候
、
以
上
文
化
十
一
甲
戌
年
二
月
廿
六
日
岡
部
豊
之
進

「
（
異
筆
）
五
月
朔
日
御
免
」
12
戸
田
六
郎
兵
衛
殿
２７
文
化
十
一
年
二
月
「
い
つ
」
に
つ
き
神
戸
九
内
願
奉
願
口
上
之
覚
久
田
八
十
右
衛
門
妻
い
つ
義
、
当
戌
二
十
六
歳
ニ
罷
成
候
、
私
母
之
孫
、
私
姪
娘
之
従
弟
ニ
て
御
座
候
、
文
化
八
辛
未
年
閏
二
月
十
三
日
於
江
戸
表
八
十
右
衛
門
儀
妻
召
連
出
奔
仕
、
其
節
母
并
私
久
離
・
義
絶
御
届
申
上
候
処
、
其
後
右
八
十
右
衛
門
儀
武
州
江
戸
本
庄
緑
町
辺
ニ
罷
在
候
由
之
処
、
去
酉
四
月
中
妻
い
つ
離
別
仕
、
八
十
右
衛
門
儀
は
何
方
え
歟
立
退
、
行
衛
不
相
知
候
付
、
い
つ
義
其
砌
よ
り
武
州
江
戸
麻
布
桜
田
町
樋
口
屋
吉
兵
衛
方
ニ
罷
在
候
、
心
底
も
相
直
候
付
、
和
順
仕
度
奉
願
候
、
此
段
宣
被
仰
上
可
被
下
候
、
以
上
文
化
十
一
甲
戌
年
二
月
廿
六
日
神
戸
九
内

近
藤
庄
兵
衛
殿
２８
文
化
十
一
年
七
月
「
り
ん
」
に
つ
き
桜
井
邑
右
衛
門
願
奉
願
口
上
之
覚
私
先
妻
ニ
出
生
仕
候
娘
り
ん
当
戌
弐
拾
六
歳
ニ
罷
成
候
、
牧
野
内
膳
正
様
御
領
分
望
月
宿
山
伏
台
応
院
養
女
ニ
差
遣
置
候
処
、
文
化
五
戊
申
年
閏
六
月
三
日
於
同
所
欠
落
仕
、
其
節
私
并
妻
初
由
緒
共
久
離
御
届
申
上
候
処
、
当
時
心
底
も
相
直
候
ニ
付
、
台
応
院
勘
気
差
免
候
趣
ニ
て
同
人
方
ニ
罷
在
、
右
り
ん
并
台
応
院
よ
り
も
久
離
赦
免
相
侘
候
、
依
之
私
并
妻
娘
始
由
緒
共
和
順
仕
度
奉
願
候
、
此
段
宣
被
仰
上
可
被
下
候
、
以
上
文
化
十
一
甲
戌
年
七
月
廿
一
日
桜
井
邑
右
衛
門

戸
田
六
郎
兵
衛
殿
小
柳
津
宗
太
夫
殿
２９
文
化
十
一
年
七
月
「
り
ん
」
に
つ
き
加
納
次
部
助
願
奉
願
口
上
之
覚
桜
井
邑
右
衛
門
娘
り
ん
当
戌
弐
拾
六
歳
ニ
罷
成
候
、
私
姪
ニ
て
御
座
候
、
牧
野
内
膳
正
様
御
領
分
望
月
宿
ニ
お
い
て
文
化
五
戊
申
年
閏
六
月
三
日
欠
落
仕
、
其
節
久
離
御
届
申
上
候
処
、
当
時
心
底
も
相
直
候
ニ
付
、
和
順
仕
度
奉
願
候
、
此
段
宣
被
仰
上
可
被
下
候
、
以
上
文
化
十
一
甲
戌
年
七
月
廿
一
日
加
納
次
部
助

豊
島
広
右
衛
門
殿
尾
崎
案
右
衛
門
殿
３０
寅
年
二
月
祖
父
に
つ
き
名
越
与
五
右
衛
門
願
奉
願
口
上
之
覚
（
カ
）
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私
祖
父
与
五
右
衛
門
儀
、
野
間
又
兵
衛
曾
祖
父
又
兵
衛
と
義
絶
仕
罷
在
候
処
、
此
度
双
方
申
合
、
和
順
仕
度
奉
願
候
、
此
段
宣
御
執
成
奉
頼
候
、
以
上
寅
二
月
十
五
日
名
越
与
五
右
衛
門

「
（
異
筆
）
三
月
十
九
日
御
免
」
稲
村
平
兵
衛
殿
３１
寅
年
八
月
叔
父
不
縁
に
つ
き
安
保
政
右
衛
門
願
奉
願
口
上
之
覚
私
叔
父
直
衛
義
不
縁
ニ
付
、
正
木
徳
三
郎
方
と
義
絶
仕
罷
在
候
処
、
今
度
双
方
申
合
、
和
順
仕
度
奉
願
候
、
此
段
宣
御
執
成
奉
頼
候
、
以
上寅
八
月
朔
日
安
保
政
右
衛
門

「
（
異
筆
）
同
月
三
日
御
免
」
西
郷
八
郎
左
衛
門
殿
３２
辰
年
八
月
新
井
次
郎
兵
衛
願
奉
願
口
上
之
覚
私
義
存
寄
有
之
久
田
直
記
親
と
義
絶
仕
罷
在
候
処
、
今
度
双
方
申
合
、
和
順
仕
度
奉
願
候
、
此
段
宣
御
執
成
奉
頼
候
、
以
上
辰
八
月
五
日
新
井
次
郎
兵
衛

友
成
覚
右
衛
門
殿
３３
辰
年
八
月
久
田
直
記
願
奉
願
口
上
之
覚
私
親
八
十
右
衛
門
、
新
井
次
郎
兵
衛
と
義
絶
仕
罷
在
候
処
、
今
度
双
方
申
合
、
和
順
仕
度
奉
願
候
、
此
段
宣
御
執
成
奉
頼
候
、
以
上
辰
八
月
五
日
久
田
直
記

「
（
異
筆
）
同
月
九
日
御
免
」
野
々
山
惣
右
衛
門
殿
戸
田
六
郎
兵
衛
殿
３４
午
年
八
月
牧
弥
五
左
衛
門
願
奉
願
口
上
之
覚
私
義
存
寄
有
之
、
星
合
又
十
郎
養
父
新
左
衛
門
と
義
絶
仕
罷
在
候
処
、
此
度
双
方
申
合
、
和
順
仕
度
奉
願
候
、
此
段
宣
御
執
成
奉
頼
候
、
以
上
午
八
月
十
六
日
牧
弥
五
左
衛
門

「
（
異
筆
）
同
廿
日
御
免
」
西
郷
八
郎
左
衛
門
殿
３５
午
年
八
月
星
合
又
十
郎
願
14
奉
願
口
上
之
覚
私
養
父
新
左
衛
門
。
牧
弥
五
左
衛
門
方
と
義
絶
仕
罷
在
候
処
、
此
度
双
方
申
合
、
和
順
仕
度
奉
願
候
、
此
段
宣
御
執
成
奉
頼
候
、
以
上
午
八
月
十
六
日
星
合
又
十
郎

「
（
異
筆
）
同
廿
日
御
免
」
中
柴
源
兵
衛
殿
３６
午
年
八
月
北
口
藤
右
衛
門
願
奉
願
口
上
之
覚
私
儀
木
澤
傳
太
夫
と
義
絶
仕
罷
在
候
処
、
今
度
双
方
申
合
、
和
順
仕
度
奉
願
候
、
此
段
宣
御
執
成
奉
頼
候
、
以
上
午
八
月
廿
日
北
口
藤
右
衛
門

野
々
山
伴
左
衛
門
殿
菅
谷
八
郎
右
衛
門
殿
３７
午
年
八
月
木
澤
傳
太
夫
願
奉
願
口
上
之
覚
私
儀
北
口
藤
右
衛
門
と
義
絶
仕
罷
在
候
処
、
今
度
双
方
申
合
、
和
順
仕
度
奉
願
候
、
此
段
宣
御
執
成
奉
頼
候
、
以
上
午
八
月
廿
日
木
澤
傳
太
夫

野
々
山
伴
左
衛
門
殿
菅
谷
八
郎
右
衛
門
殿
３８
申
年
十
二
月
林
六
郎
右
衛
門
願
奉
願
口
上
之
覚
私
世
倅
右
膳
妻
不
縁
ニ
付
、
藤
田
太
郎
左
衛
門
養
父
太
郎
左
衛
門
方
と
義
絶
仕
罷
在
候
処
、
此
度
双
方
申
合
、
和
順
仕
度
奉
願
候
、
此
段
宣
御
執
成
奉
頼
候
、
以
上
申
十
二
月
朔
日
林
六
郎
右
衛
門

「
（
異
筆
）
同
五
日
御
聞
届
」
戸
田
図
書
殿
３９
酉
年
七
月
牧
弥
五
左
衛
門
願
奉
願
口
上
之
覚
私
亡
父
弥
五
左
衛
門
儀
、
近
藤
帯
刀
曾
祖
父
要
人
方
と
義
絶
仕
罷
在
候
処
、
今
度
双
方
申
合
、
和
順
仕
度
奉
願
候
、
此
段
宣
御
執
成
奉
頼
候
、
以
上
酉
七
月
廿
一
日
牧
弥
五
左
衛
門

西
郷
八
郎
左
衛
門
殿
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４０
酉
年
七
月
近
藤
帯
刀
願
奉
願
口
上
之
覚
私
曾
祖
父
要
人
儀
、
先
牧
弥
五
左
衛
門
方
と
義
絶
仕
罷
在
候
処
、
今
度
双
方
申
合
、
和
順
仕
度
奉
願
候
、
此
段
宣
御
執
成
奉
頼
候
、
以
上酉
七
月
廿
一
日
近
藤
帯
刀

西
郷
八
郎
左
衛
門
殿
４１
酉
年
七
月
中
柴
万
之
丞
願
奉
願
口
上
之
覚
私
養
父
万
之
丞
儀
、
先
牧
弥
五
左
衛
門
方
と
義
絶
仕
罷
在
候
処
、
今
度
双
方
申
合
、
和
順
仕
度
奉
願
候
、
此
段
宣
御
執
成
奉
頼
候
、
以
上酉
七
月
廿
一
日
中
柴
万
之
丞

西
郷
八
郎
左
衛
門
殿
４２
酉
年
七
月
牧
弥
五
左
衛
門
願
奉
願
口
上
之
覚
私
亡
父
弥
五
左
衛
門
儀
、
先
中
柴
万
之
丞
方
と
義
絶
仕
罷
在
候
処
、
今
度
双
方
申
合
、
和
順
仕
度
奉
願
候
、
此
段
宣
御
執
成
奉
頼
候
、
以
上酉
七
月
廿
一
日
牧
弥
五
左
衛
門

西
郷
八
郎
左
衛
門
殿
４３
酉
年
七
月
牧
弥
五
左
衛
門
願
奉
願
口
上
之
覚
私
亡
父
弥
五
左
衛
門
儀
、
近
藤
庄
兵
衛
祖
父
庄
兵
衛
方
と
義
絶
仕
罷
在
候
処
、
今
度
双
方
申
合
、
和
順
仕
度
奉
願
候
、
此
段
宣
御
執
成
奉
頼
候
、
以
上
酉
七
月
廿
一
日
牧
弥
五
左
衛
門

「
（
異
筆
）
八
月
六
日
御
免
」
西
郷
八
郎
左
衛
門
殿
４４
酉
年
七
月
牧
弥
五
左
衛
門
願
奉
願
口
上
之
覚
私
亡
父
弥
五
左
衛
門
儀
、
中
柴
源
兵
衛
養
父
縫
殿
助
方
と
義
絶
仕
罷
在
候
処
、
今
度
双
方
申
合
、
和
順
仕
度
奉
願
候
、
此
段
宣
御
執
成
奉
頼
候
、
以
上
酉
七
月
廿
一
日
牧
弥
五
左
衛
門

西
郷
八
郎
左
衛
門
殿
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４５
戌
年
十
一
月
井
上
六
之
丞
願
奉
願
口
上
之
覚
私
親
六
之
丞
儀
、
山
田
織
右
衛
門
祖
父
五
郎
左
衛
門
と
義
絶
仕
罷
在
候
処
、
此
度
双
方
申
合
、
和
順
仕
度
奉
願
候
、
此
段
宣
御
執
成
奉
頼
候
、
以
上
戌
十
一
月
廿
八
日
井
上
六
之
丞

戸
田
十
五
郎
殿
４６
戌
年
十
一
月
山
田
織
右
衛
門
願
奉
願
口
上
之
覚
私
祖
父
五
郎
左
衛
門
儀
、
井
上
先
六
之
丞
と
義
絶
仕
罷
在
候
処
、
此
度
双
方
申
合
、
和
順
仕
度
奉
願
候
、
此
段
宣
御
執
成
奉
頼
候
、
以
上戌
十
一
月
廿
八
日
山
田
織
右
衛
門

稲
村
久
兵
衛
殿
17 徳川時代後期家族法関係史料（十）
